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　地元秋田県副知事の堀井でございます。こ
うして全史料協全国大会を私ども秋田県の大
仙市で開催されますことに対しまして、心か
ら感謝申し上げたいと思います。また、上川
先生、ようこそ秋田県へ。本当にありがとう
ございます。
　私ども秋田で、この協議会の大会を前回開
催させていただいたのは、平成8年、今から
19年前のことでございます。平成5年に、今
の図書館の改築にあわせまして、公文書館を
併設する形でスタートしました。その発足当
初の時期でありました、平成8年の大会にお
きまして、全国からいらした皆様から大変な
御指導を賜ったのでございます。当時、私ど
もも行政に携わっておりながら、公文書を保
存し、そして次の世代に継承していくという
ことの持つ意味を、十分理解していたかと問
われれば、残念ながら、決してそういう状況
ではなかったのでございます。また当時、図
書館と併設させていただきながらも、図書館
と公文書館との関係も必ずしも円滑にいかな
いところでございました。爾来20年近く経
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過しているわけですけれども、この間にあり
まして、本当に皆様の御指導を賜りながら、
改めて公文書を保存するということの意義・
役割ということが徐々に私どもにも浸透して
きたという風に私は思っています。
　今お話がありましたように、例えば近世の、
或いは近代国家の一般行政、或いは政治の歩
みのみならず、例えば経済史であれ、産業史
であれ、または文化であれ、そうしたものの
歴史をふり返りながら、これからも様々なも
のに役立てるということ、これは大変重要な
ことです。その際私どもはそれぞれの分野を
専門に研究しておられる方々の、いわば論法
を読ませていただいて参考にするわけであり
ますけれども、そうした方々のために基礎的
な文献あるいは第一次的な資料など、様々な
必要な文書をきちんと残していくということ
が、何よりも基礎的な要件であろうと思いま
す。
　それからもう1つは、私どもが今、現に例
えば行政であれ、様々な部分で取り組んでい
ることをしっかりと次の時代の継承に委ね
て、そうした覚悟をもって今目の前にある
様々な問題提起をし、そしてそれをしっかり
と残していき、次の時代のいろいろな批判に
さらしていく、求めていくといった取り組み
を大切にしているからこそ、しっかりとした
今の取り組みがきっとできるのではないかな
という風な思いでいるところであります。
　今私どもの大仙市が、東北の市町村におい
て初めての公文書館をつくるということで、
私どもも大変今回の開設に期待をし、そして
また相応の評価をしているところです。これ
からもどうか皆様から、私ども県の公文書館
にも、大仙市に来年開館する公文書館につき
ましても、御指導を賜れればと思います。
　当地、大仙市は全国を代表する花火で有名
な町です。花火は儚く目の前からは消えて
しまうものですけれども、イメージの中では
ずっと残るわけであります。そして今日は大

変素晴らしい天気にも恵まれまして、遠く鳥
海山、或いは秋田駒ヶ岳、或いは収穫の終わっ
た平野も大変美しい一日になります。そうし
た自然の変化、山と田、そうしたものもまた
しっかりと残していくための取り組みをして
まいりたいと思っております。皆様からもそ
うした公文書の保存或いは活用に対しまし
て、これからもなお一段の御協力を御期待申
し上げまして、このほどの大会にあたりまし
てのお祝いの言葉とさせていただきます。誠
におめでとうございました。




